
（１）景観まちづくり塾～まちあるき編～ 

景観まちづくり塾～まちあるき編～では、豊見城市のよさを“まちあるき”を行いながら再

発見していき、豊見城市の景観まちづくりについて考えていくことを目的として企画しました。 

 

①字豊見城まちあるき 

日時：平成 26年 7月 27日（日）9：30～12：00 

参加者：24名 

■字豊見城について 

字豊見城は、豊見城グスクの足もとに広がる伝統的な集落です。古い石垣やヒンプンなどが

多くみられ、井戸跡や拝所などの文化的なものを地域の人が大事に受け継いで残しています。

現在、豊見城グスクは整備事業に着手するなど、周辺の環境に変化がある地域です。 

 

■プログラム 

 

 

 

 

 

■まちあるきの様子 

  

  

  

9：30   海軍壕公園集合、説明 

9：40   字豊見城まちあるきスタート（ガイド 赤瓦ちょーびん氏） 

11：40  公民館にてガイドへの質問タイム 

12：00  終了 



■字豊見城まちあるきルート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

代表的資源 内容 

①展望台 

（火番森（ひばんむ

い）） 

火番森（ひばんむい）は、琉球王朝時代に、中国や薩摩などほかの国からくる船を

首里城に通報するため、「のろし」をあげられていた場所。 

②梵字の石敢當 
豊見城市で唯一「ウン（梵字）泰山石敢當」と書かれた、梵字一字を文字頭にした

石敢當。貴重な文化財として注目されているが、いつ創られたかは不明。 

③ヒージャーガー 
住民の最も貴重で活用した泉。産湯、若水（正月の朝、チャトウする水）、生活用

水、農耕馬の手入れなど。 

④フスミ御嶽 「フスミ」は、おへその意味で集落の中心にあったからそう呼ばれていた。 

⑤呑殿内（ヌンドゥン

チ） 

琉球王府が派遣したノロが住んでいた場所。集落での拝みは、呑殿内（ヌンドゥン

チ）からスタートする。 

⑥ンズシガー 
集落の東側にあり、ンズシの実が多く実っていたことからこの名前がついた。産湯、

若水、生活用水として利用されていた。 

⑦スルメーナー 

「スルメーナー」の由来は各家庭に分ける「火」「火種」を管理する場所で、各世帯

から輪番制で主におじいさんが管理していた。「スルメー」とはタンメー（おじいさん）

のことで「ナー」とは広場のこと。 

⑧梵字碑 
魔除けを目的に設置されたもの。古代のインドの言葉で「アビラウンケン」と書か

れ、宇宙を形成する「地、水、火、風、空（空間）」を意味する。 

⑨大屋（ウフヤー） 集落の人々のすべてが拝む、字豊見城の根屋（ニーヤ）でり、神屋である。 

  



■参加者アンケート結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

問 1.豊見城市の景観についてどう感じますか。 問 2.今後、豊見城市ではどのような景観づくりが必要と感じ
ますか。（３つまで選択） 

問 3.今回のまちづくり塾（字豊見城まちあるき）に
参加していかがでしたか。 

問 4.今日の講座で良かったところや気づいたところを教え
てください。（複数回答） 

問 5.今日の講座で改善した方がいいところを教えてください。（複数回答） 

69.6%
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とてもよかった

まあまあよかった

期待したほどではなかった

不満

回答者数 23 

〈その他内訳〉 

山や丘などの地形の形をあまり変えてほしくない／案内板、地図を

要所に設置してもらいたい 

〈その他内訳〉 

 とても勉強になりました／いろいろな知識を知ることができて良かっ
た／整備されていてとってもよかった／いろいろな植物をみること、

解説を聞くことができて楽しかった／歴史にまつわるまちまわりも企

画したらよいと思う 

〈その他内訳〉 

 開催時期は涼しい秋口（10月～11月）がよい／子供には早

かったかなと思った／影を選んで説明してくれたので、涼し

くまわることができた／暑かったので、真夏の時間は少し短

めがいいかもしれない／集合場所をはっきり示してほしい

／夏は暑いのでもう少し早い時間にスタートしてもよいの

ではないか 

回答者数 23 

回答者数 23 

回答者数 23 
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誇りや愛

着を感じて

いる
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着を少し
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歴史文化を活かしたまちかど整備を進める

庭や屋敷周りなどの身近な緑を豊かにする

バラバラな建築・開発が進まないよう、

適切に誘導する

特徴ある地形やグスクのある山を守る

海やグスク、漫湖などへの眺めを大切にする

美観を損ねるゴミや違法看板、

耕作放棄地などの対策を充実させる

景観にお金をかけた方がよい

その他



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 6.今後のまちづくり塾について、ご自由なご意見をお聞かせください。 

◆ガイドが具体的で面白かった。もっと各ポイントでじっくり説明を聞きたかった。実りの多いガイドで多くの学

びを得られました。 

◆知っているようで知らない日常の何気ない風景を見る目が今後変わってきそうです。他の地区でも計画

してほしい。 

◆景観を考える時は、昔ながらのものが無くなっているものは復活させることも考えた方がいいなと思いまし

た。（拝所のクバの木とか） 

◆団地など、高層化による景観の影響などについて、市の考え方や市民の考え方をまちづくりに活かしてほ

しい。 

◆普段見る風景が、色んな歴史があるとわかりました。ガイドブックがあれば良いと思いました。 

◆今後も多くの豊見城についてまわりたいです。もっと範囲を広げて知識をふやしたいです。 

◆豊見城は初めて歩いたが、思ったより古いもの（赤瓦、ひんぷん、石垣）が多く残っていたので、意外でし

た。歩くことによって見えること、気づくことがたくさんあるので、ぜひいろんな豊見城の地域を歩いてステ

キなところ、残したいところをみつけてほしいなと思いました。 

◆字豊見城のまちなみは、地域のみなさんによって美しく保たれているなと思いました。大事なものが訪れ

た人に大事とわかるような工夫が必要だと思いました。豊見城市花（ブーケンビレア）をもっと広めてもい

いかと思いました。 

◆赤瓦ちょーびんさんのガイドでとても楽しいまちまわりでした。多くの知識を得る事が出来たと思います。 

◆今残っている昔からの風景を残す、あるいは写真等で記録すると良いと思う。また、案内板等を設置す

る等やった方が良い。 

◆市やまちの景観や成り立ちを考えるよい機会となりました。ガイドのちょーびんさんの話が実に面白いと思

いました。個人的には昔ながらの佇まいや風場を残してほしいと思う。 


